
資料４

対距離制移行による交通等の変化



均 料 金 制 対 距 離 制

首都高速・阪神高速の新たな料金（平成24年1月～） ［首都高速］

○普通車の場合 （大型車料金は普通車料金の2倍）

料金圏撤廃均 一 料 金 制料金圏あり

埼玉料金圏 東京料金圏

（普）400円
（普）700円
（大）1 400円

対 距 離 制

料金（円）

1,400 

1,500 

1,600 

1,700 
（普） 円
（大）800円

（大）1,400円

1 000

1,100 

1,200 

1,300 

上限900円

美女木ＪＣＴ

700 

800 

900 

1,000 上限900円

300 

400 

500 

600 

浮島ＪＣＴ

羽田

神奈 料金

0 

100 

200 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

（普）600円
（大）1,200円

神奈川料金圏

距離（km）

注）現金車については入口で最大料金を徴収 （ＥＴＣ利用率：91.2%（H24.12））
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会社間を短区間乗り継ぐ場合の
対距離制移行による
利用者負担の増を軽減

主な料金割引 ［首都高速］

東北道

常磐道

川口
JCT

●
① NEXCOとの乗継割引 内々利用 ▲100円

④ 埼玉線内々利用割引

会社間を短区間乗り継ぐ場合の
割高感を軽減

利用者負担の増を軽減

美女木
JCT

三郷JCT

中央環状線

●
●

●
6km以下もしくは最初の出入口
まで ▲100円
（中央道、アクアラインは▲200円）

⑤ 放射道路の端末区間割引
（放射道路の端末から、都心環状線内は均一料金以下に統一）

（割引例）
※中央道均一区間(高井戸～八王子)の
短区間割引を実施(ＮＥＸＣＯ中日本)

高井戸

篠崎

高谷●

●
●

美女木
JCT

川口JCT 三郷
JCT

900円

700円

6km
6km

東北道 常磐道

中央道
接続部

京葉道
接続部

東関道
中央道

東名高速

用賀

高谷●

●

② 中央環状線迂回利用割引

800円

700円
800円

700円

700円6km 6km

800円

700円
高谷

22km

30km

21km

22km

700円
高井戸

篠崎700円

環状道路や環境負荷が
低減されるルートに誘導 東名高速

接続部

東関道
接続部

アクアライン

湾岸環八

空港中央

東名高速

三ツ沢

川崎浮島
JCT

羽田

空港西

大師

●

●

②

③ 環境ロードプライシング割引

中央環状線を経由する利用 ▲100円

800円

700円
22km

700円
12km

14km
高井戸

用賀

13km 6km

横
横
道
路

三ツ沢

狩場
JCT

●

●

空港中央 湾岸環八を利用する場合

⑥ 羽田空港アクセス割引

（個別路線割引）
JCT

路

並木

●

空港中央、湾岸環八を利用する場合、
羽田空港アクセスの４出入口

（空港中央、湾岸環八、羽田、空港西）までの
最低料金を適用

2※普通車の料金。大型車は普通車の2倍
※上記の他、大口・多頻度割引等を実施

横横道路
接続部



・対距離制移行後（H24年）の交通量は 移行前（H23年）と比較して▲2％減少

対距離制移行後の交通量の状況 ［首都高速］

対距離制移行後（H24年）の交通量は、移行前（H23年）と比較して▲2％減少

・ETC車は全体で+1.0万台/日増加しており、値下がり・値上がりとなる利用がそれぞれ約3割

・現金車については、ETC利用への転換に伴う減も含め、▲2.7万台/日減少

交 変 均交通量 値 が 値 が る変■日平均交通量の変化 ■平日平均交通量の値上がり、値下がりによる変化

全日 全日 現金車 現金車

99.7万台/日 98.0万台/日 現金車
▲2.7万台/日▲24%

▲2%

▲2%
（▲1.8万台/日）

95.3万台/日97.1万台/日

値上がり 値上がり

11.4万台/日 8.7万台/日

(30%) (29%)

ETC車
89.3万台/日

（▲24%）

▲4%

ETC車
88.3万台/日

26 8万台/日 25.6万台/日

平日

(月～土)
平日

(月～土)

▲2% 98.0万台/日99.7万台/日
変化なし

変化なし (41%)
+1%

26.8万台/日

ETC車
+1.0万台/日
（+1%）

日祝 日祝

（▲1.7万台/日）
変化なし

変化なし

(41%)
(41%)

36.3万台/日 36.6万台/日

＜H23年＞ ＜H24年＞

▲2%
（▲1.8万台/日）

83.3万台/日85.1万台/日
値下がり 値下がり(29%) (30%)+8%

25.2万台/日 27.1万台/日

＜H23年＞ ＜H24年＞
＜ETC利用率＞ 89% 91%

3 ※土曜日を平日に含む

【出典】ETC車はETCデータ、現金車は営業データにより集計
〔移行前（H23) ：1,2月および6～12月 日平均〕
〔移行後（H24) ：1,2月および6～12月 日平均〕

東日本大震災による影響のため、3～5月を除いて集計
（以下、首都高速に関する集計に共通）



距離帯別交通量の変化

・短距離利用については値下がりとなり 交通量が増加

［首都高速］

■距離帯別交通量分布の変化（東京線利用 ＥＴＣ車）

短距離利用については値下がりとなり、交通量が増加

・長距離利用については、旧料金圏内々利用は値上がりとなり、交通量が減少するものの、料金圏を跨いでの
利用は値下がりとなるため、交通量が増加

120

■距離帯別交通量分布の変化（東京線利用 ＥＴＣ車）

H23とH24の交通量変化（百台/日）
跨ぎ利用の交通量変化（H24-H23）
内々利用の交通量変化（H24-H23）

60

80

100

跨ぎ利用

値下がり

増
加

12

45

1

8
14 23 31 31

78

0

20

40
跨ぎ利用

12
4 -12

-27 -29 -30
-11

-40

-20

0

内々利用
値上がり

減
少 値下がり

-60
0～6㎞ 6～12㎞ 12～18㎞ 18～24㎞ 24～30㎞ 30～36㎞ 36～42㎞ 42㎞～

［移行後料金］

［均一料金］

900円500円 600円 700円 800円

［均一料金］ 内々700円 跨ぎ1,100円、 1,300円、 1,700円
東京線700円
＋

埼玉線400円
東京線700円
＋

神奈川線600円
東京線700円
＋

神奈川線600円
＋

埼玉線400円

4
【出典】ETCデータにより集計
〔移行前（H23) ：1,2月および6～12月平日（月～土）平均〕
〔移行後（H24) ：1,2月および6～12月平日（月～土）平均〕

※普通車の料金。大型車は2倍
※大口・多頻度割引等の各種割引は未考慮
※特定料金区間のみの利用は除く



・料金圏撤廃により 東京線－埼玉線を連続利用した場合の料金は低下

料金圏撤廃による利用の変化 （東京線－埼玉線の例） ［首都高速］

料金圏撤廃により、東京線 埼玉線を連続利用した場合の料金は低下

・これにより料金圏境で降りることなく連続して利用する交通が増加し、首都高速への転換が図られた結果、
並行する新大宮バイパスの渋滞が緩和

■料金圏撤廃による利用台数の変化

旧埼玉料金圏
（埼玉線）

【交通状況の変化】【料金の変化例】

■料金圏撤廃による利用台数の変化

与野⇔富ヶ谷（30 3km）
よ の とみがや

与野
与野出入口よ の

旧料金圏境
［移行前］ 700円＋ 400円 = 1,100円

［移行後］ 900円

新大宮ﾊﾞｲﾊﾟｽ
（与野出入口→美女木八幡；7.9km）

移行前 22分

3分短縮

与野 富ヶ谷（30.3km）
・

（東京線） （埼玉線）

首都高速に転換

移行後
移行前

美
び じょ ぎ

移行後 19分

富ヶ谷・

移行前
(H23.11)

首都高速
35％

28 500台/日

新大宮バイパス
65％

52 500台/日

戸田南

美女木八幡
美女木JCT
（旧料金圏境）

びじょぎはちまん

旧東京料金圏
（東京線）

【分担率の変化】

移行後
(H24.11)

( ) 28,500台/日

首都高速
44％

33,800台/日

52,500台/日

新大宮バイパス
56％

43,900台/日
旧神奈川料金圏

増加した出入口

減少した出入口

主要渋滞箇所
首都高速利用

新大宮バイパス利用
（国道17号）

+9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旧神奈川料金圏
（神奈川線）

※美女木八幡交差点 南北方向
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【出典】高速道路は車両感知器データ（平日（月～土）平均）により集計
一般道は実測調査結果（南北に直進する交通量）により集計

〔移行前（H23）：11月9,10,15日平均〕
〔移行後（H24）：11月14,15,20日平均〕

一般道の所要時間は午前8時台で比較



・料金圏撤廃により 東京線－神奈川線を連続利用した場合の料金は低下

料金圏撤廃による利用の変化 （東京線－神奈川線の例） ［首都高速］

料金圏撤廃により、東京線 神奈川線を連続利用した場合の料金は低下

・これにより料金圏境で降りることなく連続して利用する交通が増加し、首都高速への転換が図られた結果、
並行する産業道路の渋滞が緩和

■料金圏撤廃による利用台数の変化

【交通状況の変化】【料金の変化例】

■料金圏撤廃による利用台数の変化

千鳥町⇔浜川崎（31 6km）

旧埼玉料金圏
（埼玉線） ちどりちょう はまかわさき

羽田出入口

勝島

大井南

かつしま
［移行前］ 700円＋ 600円 = 1,300円

［移行後］ 900円

千鳥町 浜川崎（31.6km）
産業道路

（鋼管通り→大鳥居；5.5km）

移行前 23分

移行後 20分

3分短縮（東京線） （神奈川線）

羽田出入口
（旧料金圏境）

川崎浮島JCT

首都高速に転換

大師（東京方向）

羽田
空港中央（浮島方向）大鳥居

大師河原 だいし

おおとりい

千鳥町
・

川崎浮島JCT
（旧料金圏境）

浜川崎

汐入

大師（東京方向）

浮島（ｱｸｱ除く）

移行前

移行後
鋼管通り

はまかわさき

しおいり
うきしま

ひがしおおぎしま

こうかん

【分担率の変化】
旧東京料金圏
（東京線）

浜川崎

移行前
(H23 11)

首都高速
79％
台/日

産業道路
21％

18 900台/日 東扇島（東京方向）
子安
こやす

ひがしおおぎしま

+2%旧料金圏境
増加した出入口

減少した出入口

主要渋滞箇所

首都高速利用

産業道路利用

・

移行後
(H24.11)

(H23.11) 73,100台/日

首都高速
81％

79 300台/日

18,900台/日

産業道路
19％

18,400台/日

※大師河原交差点 南北方向

旧神奈川料金圏
（神奈川線）
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【出典】高速道路は車両感知器データ（平日（月～土）平均）により集計
一般道は実測調査結果（南北に直進する交通量）により集計

〔移行前（H23）：11月9,10,15日平均〕
〔移行後（H24）：11月14,15,20日平均〕

一般道の所要時間は午前8時台で比較

0% 20% 40% 60% 80% 100%

79,300台/日 , 台



乗継割引による交通の変化

・対距離制移行時に、 NEXCOと首都高速を乗り継ぐ交通のうち、首都高速の短区間の乗り継ぎ利用（首都高

［首都高速］

対距離制移行時に、 NEXCOと首都高速を乗り継ぐ交通のうち、首都高速の短区間の乗り継ぎ利用（首都高
速利用6km以下または最初の出入口まで）について割引を導入
・割引によりNEXCOと首都高速を乗り継ぐ際の割高感が軽減された結果、乗り継ぎ利用する交通が増加
・京葉道路接続部では、割引による首都高速への転換により、並行する国道14号の混雑が緩和

■国道14号の交通状況の変化
（京葉道路接続部）

■会社間乗り継ぎ交通量の変化 ①首都高速とNEXCOとの連続利用のうち首都高速利用が
6ｋｍ以下または直近の出入口について、▲100円割引

②中央道・アクアラインは、▲200円割引

しんごう

篠崎

京葉道

接続

錦糸町

京葉道路国道14号

首都高速に転換

移行後

移行前

錦糸町駅前

外環道

東北道・外環道

常磐道・外環道

美女木JCT

川口JCT

三郷JCT
●

八潮南

●
新郷●2,410 2,620 

500
1,000 
1,500 
2,000 
2,500 
3,000 

川口JCT⇔新郷

＋9％

台/日

1 840 1 9801 000

1,500 

2,000 

2,500 
三郷JCT⇔八潮南台/日

＋8％

（4.9km）
（4.6km）

しんごう

みさと やしおみなみ

錦糸

出口
首都高速に転換

中央道

八潮南

永福

●
東関道

●
京葉道路

錦糸町

板橋本町

京葉道路
接続部

東関道

●

中央道
接続部

0 
500 

H23年
500円

H24年
400円

1,840 1,980 

0 

500 

1,000 

H23年
500円

H24年
400円

首都高速利用

国道14号利用

主要渋滞箇所
国道14号

（篠崎→錦糸町駅前； 9.0km）

移行前 31分

移行後 26分

5分短縮

※

H23年
500円※

H24年
400円

H23年
500円※

H24年
400円

ばんどうばしかりば

移行前
(H23.11)

国道14号
58％

7,000台/3h

首都高速
42％

5,000台/3h

永福

殿町

大師

●

湾岸環八

空港中央

浦安

●
池尻

東名高速

東名高速
接続部

東関道
接続部

1,890 1,990 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 
狩場JCT⇔阪東橋

＋5％

台/日

12,500 
15,000 

京葉道路接続⇔錦糸町台/日

移行後 26分
※上り方向の7～9時台平均（4.7km）

（7.9km）

ばんどうばし

きんしちょう

移行後
(H24.11)

, 台/

国道14号
57％

6,800台/3h

, 台

首都高速
43％

5,100台/3h
横横道路

第三京浜
・横浜新道

アクアライン

狩場JCT

三ツ沢JCT

川崎浮島JCT

杉田

東扇島

殿町 ●

●
阪東橋

東神奈川

みなとみらい

子安

●

0 
H23年
500円

H24年
400円 12,470 13,050 

0 
2,500 
5,000 
7,500 

10,000 
,

H23年
700円

H24年
500円

＋5％
+1%

※

H23年
500円※

H24年
400円

H23年
700円

H24年
500円 0% 20% 40% 60% 80% 100%

横横道路金沢支線

横横道路接続部

●

杉田

※上り方向の7～9時台合計

700円 500円700円 500円
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【出典】高速道路は車両感知器データ（平日（月～金）平均）により集計
一般道は実測調査結果（東西に直進する交通量）により集計

〔移行前（H23）：11月9,10,15日 平均〕
〔移行後（H24）：11月14,15,20日 平均〕

【出典】ETCデータにより集計
〔移行前（H23)：1,2月および6～12月平日（月～金）平均〕
〔移行後（H24)：1,2月および6～12月平日（月～金）平均〕
※特定料金（対距離制移行に伴い廃止）
＊普通車の料金。大型車は普通車の2倍



・首都高速では、都心へ流入する交通を中央環状線に誘導し、都心環状線の渋滞緩和を図るため、

中央環状線迂回利用割引による交通の変化 ［首都高速］

首都高速では、都心 流入する交通を中央環状線に誘導し、都心環状線の渋滞緩和を図るため、
中央環状線迂回利用割引を導入
・割引の結果、中央環状線の迂回交通が増加

＜中央環状線迂回利用割引＞
【導入時期】 H24年1月

【割引概要】 都心を迂回して中央環状線を利用することで100円引き※

【対 象】 ETC車
【適用条件】 中央環状線より外側の出入口を利用し、中央環状線を利用

（H24時点）

＜中央環状線迂回利用割引＞

※普通車の場合。大型車は200円引き

【導入時期】 H24年1月
【対象経路】 3号渋谷線⇔6号三郷線、3号渋谷線⇔湾岸線、

4号新宿線⇔6号三郷線、4号新宿線⇔湾岸線、
5号池袋線・埼玉線⇔湾岸線

＜中央環状線迂回利用割引による交通量の変化＞

【適用条件】 中央環状線より外側の出入口を利用し、中央環状線を利用
した方が都心環状線を利用した場合より遠回りとなる場合

６号三郷線5号池袋線
埼玉線埼玉線

4,800
45%

6,000
55%

3号渋谷線⇔6号三郷線

移行前
（H23 11）

４号新宿線

本線ETCアンテナ

5,000
46%

45%

5,800
54%

55%

中環経由
43km

都環経由
40km

+1％

（H23.11）

移行前
（H24）

湾岸線

４号新宿線

0% 20% 40% 60% 80% 100%

+1％

３号渋谷線

8

【出典】ETCデータにより集計
〔移行前（H23)：11月平日（月～金）平均〕
〔移行後（H24)：1,2月および6～12月平日（月～金)平均〕
移行前（H23）については、中央環状線の本線上のETCアンテナ整備を踏まえ、
H23.11月データを用いた
※端数処理の関係で計算が合わない場合がある



【速報】【速報】【精査中】

・環境ロードプライシングについては移行前と同等の割引を維持

（参考）環境ロードプライシング割引に関する交通の変化 ［首都高速］

■環境ロードプライシング割引の料金例（ＥＴＣ利用の大型車を対象）

環境ロ ドプライシングについては移行前と同等の割引を維持
・料金圏撤廃により、環境ロードプライシング対象区間でも料金が低減し、一般道の大型車が首都高速に転換

ほどがや

（例） 保土ヶ谷ＢＰ接続 ⇔ 大井南

【環境ﾛｰﾄﾞﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ】湾岸線ルート 移行前：2,350円＊1 ⇒ 移行後：1,620円（10％割引）

（参 考） 横羽線ルート 旧料金：2,600円＊2 ⇒ 移行後：1,800円

ほどがや

■首都高速と一般道の分担率（大型車を対象）

＊1 東京線料金(1,400円)＋神奈川線料金(1,200円)－環境ロードプライシング割引(250円)
＊2 東京線料金(1,400円)＋神奈川線料金(1,200円) 大井南

国道15号
国道1号

移行前

（H23.11）
１８％

（7,700台） ４９％（20,600台） ３３％（13,600台）

産業道路

横羽線

旧料金圏境

移行後

（H24.2）
１７％

（7,400台）
５５％（23,600台）

２８％
（12,000台）

+6%▲1% ▲5%

横羽線 湾岸線 一般道

保土ヶ谷ＢＰ接続

湾岸線

横羽線

集計断面
ほど がや

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横羽線 湾岸線 一般道

環境ロードプライシング割引適用区間【出典】高速道路はETCデータにより集計（大型車交通量）
〔移行前（ ） 月 （月 金） 均〕

9

〔移行前（H23）：11月平日（月～金）平均〕
〔移行後（H24）：2月平日（月～金）平均〕

一般道は交通量調査により集計（料金大型車集計）
〔移行前（H23）：11月15日〕
〔移行後（H24）：2月8日〕

※一般道： 国道1号、国道15号、産業道路
※端数処理の関係で計算が合わない場合がある



首都高速・阪神高速の新たな料金（平成24年1月～） ［阪神高速］

料金圏撤廃均 一 料 金 制料金圏あり 対 距 離 制

料金（円）阪神西線 阪神東線

○普通車の場合 （大型車料金は普通車料金の2倍）

1 400

1,500 

1,600 

1,700 （普）500円
（大）1,000円

（普）700円
（大）1,400円

1,100 

1,200 

1,300 

1,400 

上限 円

武庫川

700 

800 

900 

1,000 上限900円鳴尾浜

300

400 

500 

600 

助松

0 

100 

200 

300 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50阪神南線 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

（普）500円
（大）1,000円

距離（km）

阪神南線

注）現金車については入口で最大料金を徴収 （ＥＴＣ利用率：89.6%（H24.12））

10



主な料金割引

会社間を短区間乗り継ぐ場合の
（個別路線割引）

［阪神高速］

池田木部

西宮山口
ＪＣＴ

●
池田線 ④ 端末区間割引

池田線300円（通勤時間帯150円）
西大阪線200円（早朝深夜100円）
東大阪線200円

① NEXCO・本四との乗継割引

会社間を短区間乗り継ぐ場合の
割高感を軽減

（個別路線割引）

神田

豊中

西宮

●

●

箕谷

守
口
線

6km以下の出入口まで▲100円
東大阪線200円

安治川

北津守

伊川谷
ＪＣＴ

布施畑
ＪＣＴ

鳴尾浜

武庫川

●
●

●

●

●

東大阪
ＪＣＴ 東大阪線

神戸線

大阪線北津守

松原
西名阪道

月見山

●

●

松
原
線

堺
線

西大阪線

ＪＣＴ 西名阪道

助松

② 環境ロードプライシング割引

環境負荷が低減される
ルートに誘導

りんくう
●

③ 西線内々利用割引

対距離制移行による
利用者負担の増を軽減

ＪＣＴ ●
6km超の内々利用 ▲100円

※普通車の料金。大型車は普通車の2倍
※上記の他、大口・多頻度割引等を実施 11



・対距離制移行後（H24年）の交通量は 移行前（H23年）と比較して▲2％減少

対距離制移行後の交通量の状況 ［阪神高速］

対距離制移行後（H24年）の交通量は、移行前（H23年）と比較して▲2％減少

・ETC車は全体で+0.7万台/日増加しており、値下がり・値上がりとなる利用がそれぞれ約3割

・現金車については、ETC利用への転換に伴う減も含め、▲2.8万台/日減少

交 変 均交通量 値 が 値 が る変■日平均交通量の変化 ■平日平均交通量の値上がり、値下がりによる変化

現金車

10 5万台/日
現金車

7 7万台/日

75.6万台/日 73.5万台/日 現金車
▲2.8万台/日
（▲27%）

▲27%

▲3%

全日 全日

値上がり 値上がり

10.5万台/日 7.7万台/日

(29%) (25%)

ETC車
65.8万台/日

（▲27%）

▲12%

ETC車
65.1万台/日

19.0万台/日 16.8万台/日

▲2%
（▲1.7万台/日）

69.3万台/日71.1万台/日

変化なし
変化なし

(42%)
(42%)

+1%

ETC車
+0.7万台/日
（+1%）

平日

(月～金)
平日

(月～金)

▲3% 73 5万台/日台 (42%)
27.1万台/日 27.3万台/日

▲3%
（▲2.1万台/日）

73.5万台/日75.6万台/日

＜H23年＞ ＜H24年＞

値下がり 値下がり(29%) (33%)+14%

19.0万台/日 21.7万台/日

土休日 土休日

▲2%
（▲1.3万台/日）

60.4万台/日61.8万台/日

＜H23年＞ ＜H24年＞
＜H23年＞ ＜H24年＞

＜ETC利用率＞ 86% 89%

12

【出典】ETC車はETCデータ、現金車は営業データにより集計
〔移行前（H23) ：1～12月 日平均〕
〔移行後（H24) ：1～12月 日平均〕

※端数処理の関係で計算が合わない場合がある



距離帯別交通量の変化 ［阪神高速］

・短距離利用については値下がりとなり 交通量が増加

■距離帯別交通量分布の変化（阪神東線利用 ＥＴＣ車）

短距離利用については値下がりとなり、交通量が増加

・長距離利用については、旧料金圏内々利用は値上がりとなり、交通量が減少するものの、料金圏を跨いでの
利用は値下がりとなるため、交通量が増加

200

■距離帯別交通量分布の変化（阪神東線利用 ＥＴＣ車）
H23とH24の交通量変化（百台/日）

跨ぎ利用の交通量変化（H24-H23）
内々利用の交通量変化（H24-H23）

3

100

150

跨ぎ利用

値下がり
増
加

25
55

16
3

3

12
20 

24 36 37 
84 

0

50

-36

-81

-18 -13 -3

100

-50
内々利用

値下がり 値上がり

減
少

-100
0～6㎞ 6～12㎞ 12～18㎞ 18～24㎞ 24～30㎞ 30～36㎞ 36～42㎞ 42㎞～

［移行後料金］

［均一料金］

900円500円 600円 700円 800円

値下がり

内々700円 跨ぎ1,200円、 1,700円［均 料金］
阪神東線700円

＋
阪神西線500円

or
阪神東線700円

＋
阪神南線500円

阪神東線700円
＋

阪神西線500円
＋

阪神南線500円

13
【出典】ETCデータにより集計
〔移行前（H23) ：1～12月平日（月～金）平均〕
〔移行後（H24) ：1～12月平日（月～金）平均〕

※普通車の料金。大型車は2倍
※大口・多頻度割引等の各種割引は未考慮
※特定料金区間のみの利用は除く



・料金圏撤廃により 阪神東線－阪神南線を連続利用した場合の料金は低下

料金圏撤廃による利用の変化 （阪神東線－阪神南線の例） ［阪神高速］

料金圏撤廃により、阪神東線 阪神南線を連続利用した場合の料金は低下

・これにより料金圏境で降りることなく連続して利用する交通が増加し、阪神高速への転換が図られた結果、
並行する大阪臨海線の渋滞が緩和

■料金圏撤廃による利用台数の変化

築港浜寺町
ちっこうはまでらちょう

【交通状況の変化】【料金の変化例】

■料金圏撤廃による利用台数の変化

岸和田北⇔守口（38 7km）
旧阪神西線料金圏
（阪神西線）

旧阪神東線料金圏
（阪神東線）

きしわだきた もりぐち

松之浜西

築港浜寺町

助松JCT
旧料金圏境

助松JCT（北）
すけまつ

すけま

［移行前］ 700円＋ 500円 = 1,200円

［移行後］ 900円

岸和田北 守口（38.7km）

守口

・ （阪神東線） （阪神南線）

移行前

移行後

阪神高速に転換

泉大津（北）

助松
すけまつ

木材町

岸和田北（北）

【分担率の変化】
大阪臨海線

（木材町→築港浜寺町；8.4km）

移行前 15分

移行後 11分

4分短縮旧料金圏境
岸和田北・

48% 52%
移行前

(H2311)

阪神高速

39 500台/12h

大阪臨海線

台

増加した出入口

減少した出入口

主要渋滞箇所

阪神高速利用

大阪臨海線利用

移行後 11分
旧阪神南線料金圏
（阪神南線）

59% 41%
移行後

(H24.7)

(H23.11)

阪神高速

39,500台/12h

47,700台/12h

大阪臨海線

43,200台/12h

33,800台/12h

＋11%+11%

※松之浜西交差点 北側
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【出典】高速道路は車両感知器データ（平日（月～金）平均）により集計
一般道は実測調査結果（南北に直進する交通量）により集計

〔移行前（H23）：11月9日（7:00～19:00）〕
〔移行後（H24）：7月18日（7:00～19:00）〕

一般道の所要時間は午後5時台で比較

0% 20% 40% 60% 80% 100%



［阪神高速］

・料金圏撤廃により 阪神東線－阪神西線を連続利用した場合の料金は低下

料金圏撤廃による利用の変化 （阪神東線－阪神西線の例）

■料金圏撤廃による利用台数の変化

料金圏撤廃により、阪神東線 阪神西線を連続利用した場合の料金は低下

・これにより料金圏境で降りることなく連続して利用する交通が増加し、阪神高速への転換が図られた結果、
並行する国道43号、国道2号の渋滞が緩和

【交通状況の変化】【料金の変化例】

■料金圏撤廃による利用台数の変化

月見山⇔大和田（34 3km）旧阪神西線料金圏 旧阪神東線料金圏 国道４３号

つきみやま おおわだ

鳴尾

西宮

打出
武庫川大橋
むこがわおおはしなるお

うちで

［移行前］ 700円＋ 500円 = 1,200円

［移行後］ 900円

月見山 大和田（34.3km）旧阪神西線料金圏
（阪神西線）

旧阪神東線料金圏
（阪神東線）

国道４３号
（打出→東本町；11.7km）

移行前 24分

移行後 23分

1分短縮（阪神東線） （阪神西線）

阪神高速に転換

5号湾岸線

西宮

甲子園浜

武庫川 大和田

東本町西宮浜 移行前

移行後

ひがしほんまち

おおわだむこがわ

旧料金圏境

月見山

大和田

・

・

旧料金圏境

甲子園浜

尼崎末広(西)鳴尾浜
あまがさきすえひろなるおはま

52% 48%
移行前

(H23.11)

阪神高速

71,600台/12h

国道43号･国道2号

66,600台/12h

【分担率の変化】

増加した出入口

主要渋滞箇所阪神高速利用

国道43号･国道2号利用

54% 46%
移行後

(H24.7)

阪神高速

71,600台/12h

77,300台/12h

国道43号･国道2号

66,600台/ 2h

65,700台/12h

＋2％
減少した出入口

旧阪神南線料金圏
（阪神南線）

国道43号 国道2号利用

+2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※国道43号：鳴尾交差点 東側
※国道2号：武庫川大橋 断面
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【出典】高速道路は車両感知器データ（平日（月～金）平均）により集計
一般道は実測調査結果（東西に直進する交通量）により集計

〔移行前（H23）：11月9日（7:00～19:00）〕
〔移行後（H24）：7月18日（7:00～19:00） 〕

一般道の所要時間は午後5時台で比較



乗継割引による交通の変化 ［阪神高速］

・対距離制移行時に、 NEXCO･本四高速と阪神高速を乗り継ぐ交通のうち、阪神高速の短区間の乗り継ぎ利用対距離制移行時に、 NEXCO 本四高速と阪神高速を乗り継ぐ交通のうち、阪神高速の短区間の乗り継ぎ利用
（阪神高速利用6km以下または最初の出入口まで）について割引を導入
・割引によりNEXCO・本四高速と阪神高速を乗り継ぐ際の割高感が軽減された結果、乗り継ぎ利用する交通が
増加
14号松原線では 割引による阪神高速 の転換により 並行する国道25号の混雑が緩和

近畿道国道25号

平野警察署西

■国道25号の交通状況の変化
（14号松原線）

■会社間乗り継ぎ交通量の変化 阪神高速とNEXCO・本四高速との連続利用のうち
阪神高速利用が6ｋｍ以下について、▲100円割引

・14号松原線では、割引による阪神高速への転換により、並行する国道25号の混雑が緩和

近畿道国道25号

均一

移行後

亀井西

平野

出口

230 250

台

200

300

伊川谷JCT⇔永井谷

+9%

台/日

410

台

480

台
200

400

600
布施畑JCT⇔前開 他

+18%

台/日

2,110

台

2,270

台

500

1,000

1,500

2,000

2,500

豊中IC⇔池田 他

+7%

台/日

560

台

580

台
200

400

600

800
西宮山口JCT⇔西宮山口南

+5%

台/日 国道25号
（亀井西→平野警察署西 ； 3.2km）

移行前 10分

移行後 8分
2分短縮

いかわだに ながいだに

ふせはた ぜんかい

阪神高速に転換

松原JCT

長原IC

14号松原線

阪神高速利用

国道25号等利用

主要渋滞箇所

台 台

0

100

台

0
H23年 H24年

0

500

0
年 年

※市内方向の16～18時台平均

H23年
500円

H24年
400円

H23年
500円

H24年
400円

H23年
500円

H24年
400円

H23年
700円

H24年
400円

移行前

(H23.11)

阪神高速
70％

7,400台/3h

国道25号
30％

3,200台/3h

西名阪道阪和道

400
りんくうJCT⇔貝塚台/日

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移行後

(H24.7)
阪神高速
77％

7,300台/3h

国道25号
23％

2,200台/3h

3 210
3,700

台
3,000

4,000
松原JCT⇔平野

15%

台/日

290

台

300

台

0

100

200

300

H23年 H24年

+3%

H23年
500円

H24年
400円

+7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%3,210

台
台

0

1,000

2,000
+15%

※市内方向の16～18時台合計※平野警察署西交差点 東側

H23年
700円

H24年
400円16

【出典】高速道路は車両感知器データ（平日（月～金）平均）により集計
一般道は実測調査結果（市内方向に向かう交通量）により集計

〔移行前：平成23年11月9日 移行後：平成24年7月18日〕
一般道の所要時間は上記調査日の民間プローブデータにより集計

【出典】ETCデータにより集計
〔移行前（H23)：1～12月における平日（月～金）平均〕
〔移行後（H24)：1～12月における平日（月～金）平均〕
＊普通車の料金。大型車は普通車の2倍
※端数処理の関係で計算が合わない場合がある



・環境ロードプライシングについては移行前と同等の割引を維持

（参考）環境ロードプライシング割引に関する交通の変化 ［阪神高速］

環境ロ ドプライシングについては移行前と同等の割引を維持
・料金圏撤廃により、環境ロードプライシング対象区間でも料金が低減し、国道43号の大型車が阪神高速に転換

【環境ﾛ ﾄﾞﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ】５号湾岸線（住吉浜 天保山） 移行前 1 540円 ⇒ 移行後 1 120円 （30%割引）

■環境ロードプライシング割引の料金例（ＥＴＣ利用の大型車を対象）
※1 阪神西線料金(1,000円)＋阪神東線料金(1,400円)すみよしはま てんぽうざん

【環境ﾛｰﾄ ﾌ ﾗｲｼﾝｸ 】５号湾岸線（住吉浜～天保山） 移行前：1,540円※1⇒ 移行後：1,120円 （30%割引）

尼崎市

【 参 考 】３号神戸線（魚崎～中之島西） 移行前：2,400円※2⇒ 移行後：1,600円

旧阪神東線旧阪神西線

( , ) ( , )
－湾岸線連続利用割引（200円）
－環境ロードプライシング割引(660円（▲30%）)

※2 阪神西線料金(1,000円)＋阪神東線料金(1,400円)
なかのしまにしうおざき

５

３

尼崎市

魚崎

なかのしまにし

うおざき

43
住吉浜

中之島西

【対象データ】
阪神高速：ETCセンサス大型車通行実績※

国道43号：実測値（近畿地方整備局）

すみよしはま

なかのしまにし

■阪神高速と一般道の分担率（大型車を対象）

崎 宮断 崎大

天保山

尼崎大阪断面尼崎西宮断面
調 査 日：移行前 H23.11.9 移行後 H24.7.18
※料金普通車のセンサス大型車で
環境ロードプライシング適用外の台数を含む

てんぽうざん

尼崎西宮断面 尼崎大阪断面

27％
12,700台/日

25％
11,800台/日

49％
23,400台/日

H23.11 国道43号 3号神戸線 5号湾岸線

37％
20,100台/日

19％
10,200台/日

44％
23,800台/日

H23.11 国道43号 3号神戸線 5号湾岸線

23％
11,500台/日

25％
12,600台/日

52％
26,500台/日

+3%▲4% +0%H24.7

34％
19,500台/日

20％
11,400台/日

46％
26,600台/日

▲3% +2%+1%H24.7

17



参考資料



年度 年度年度

（参考）首都圏環状道路の整備見通し

久喜白岡JCT

つくば
中央
IC

白岡

H26年度
以降

JCT
つくば

H26年度
以降

H25年度
以降

五霞IC

※印区間の供用時期については、検討が必要

N

鶴ヶ島JCT 北

東

道

関 か く 環 状 道

久喜白岡JCT

稲敷ＩＣ

常
磐
道埼玉県 茨城県

菖蒲
白岡

ＩＣ

H25年度
以降

桶川
北本

◆未開通区間のIC・JCT名称は仮称
（茅ヶ崎JCT～相模原IC、
東金JCT～木更津東ICを除く）

圏
央

ＩＣ

道

越
道

東

京
外
か く 環 状 道 路

央 環

東京都

状

大栄JCT

中

H27年度

三郷南ＩＣ

事業中

大泉ＪＣＴ

中央ＪＣＴ

央
道

高尾山ＩＣ

相模原愛川ＩＣ

松尾横芝ＩＣ

東
関
道

道央
中

東
名

京

岸
道

第
三

成田空港

八王子JCT 事業中高谷JCT
東京都

千葉県

湾東名ＪＣＴ

中央ＪＣＴ

相模原ＩＣ
（Ｈ２６年度）

大井
ＪＣＴ

大橋ＪＣＴ
東

東金ＩＣ・JCT

戸塚ＩＣ
東京湾

太平洋

東

関

道

東
名
高

路京

浜

横
横小

京
東

湾
ｱｸ
ｱﾗｲﾝ

海老名JCT

海老名IC 神奈川県

H25年度

H25.4.27
供用予定

H25年度速

新東名
H25.3.30
供用予定 寒川北IC

木更津JCT
釜利谷ＪＣＴ栄ＩＣ・

JCT

相模湾

道
小

木路 道

茅ヶ崎JCT

H26年度

供用予定
原

厚

田

木更津東IC

藤沢ＩＣ

H25 4 14 事業中

凡 例

開通済区間(平成24年4月末時点)

高速横浜環状南線横浜湘南道路

H27年度 H27年度
※ ※

H25.4.14
供用予定

事業中

調査中
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（参考）会社間乗り継ぎ交通量の変化

①首都高速とNEXCOとの連続利用のうち首都高速利用が6ｋｍ以下または直近の出入口について、▲100円割引

［首都高速］

東北道・外環道800

1000
美女木JCT⇔板橋本町台/日

①首都高速 連続利用 うち首都高速利用 以下または直近 出入 、 円割引
②中央道・アクアラインは、▲200円割引

3,000
川口JCT⇔新郷台/日 （4.9km）

（11.2km）
び じょ ぎ いたばしほんちょう

しんごう

東北道 外環道

常磐道・外環道

美女木JCT

川口JCT

三郷JCT
●

●
新郷●

750 750

0

200

400

600

年 年

±0％
2,410 2,620 

500 
1,000 
1,500 
2,000 
2,500 
3,000 

＋9％

外環道
八潮南

●
京葉道路

板橋本町

京葉道路
接続部中央道

接続部

H23年 H24年

2,000 

2,500 三ツ沢JCT⇔子安台/日

0 
H23年
500円

H24年
400円

2,500 
三郷JCT⇔八潮南台/日 （4.6km）

（5.8km）

※

※

700円 500円

みつざわ こやす

みさと やしおみなみ

中央道

永福

●

浦安

東関道

●

●
錦糸町

池尻

東名高速

東名高速

東関道
接続部

●

1,300 
1,900 

0 

500 

1,000 

1,500 

,

＋46％
1,840 1,980 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

＋8％
500円※ →  500円

300円※ →  300円

500円※ → 500円

第三京浜
・横浜新道

ク イ東扇島

殿町

大師

●

湾岸環八

空港中央

東神奈川
子安

東名高速
接続部

2,000 

2,500 
狩場JCT⇔阪東橋台/日

H23年
600円

H24年
400円

0 
H23年
500円

H24年
400円

15,000
京葉道路接続⇔錦糸町台/日

300円※ →  300円
（4.7km）

（7.9km）

500円 →  500円

※
ばんどうばしかりば

きんしちょう

横横道路

アクアライン

狩場JCT

三ツ沢JCT

川崎浮島JCT

杉田

東扇島

●
阪東橋

東神奈川

みなとみらい

●

1,890 1,990 

0 

500 

1,000 

1,500 

H23年 H24年

＋5％

12,470 13,050 

2 500
5,000 
7,500 

10,000 
12,500 
15,000 

＋5％

：移行前料金

横横道路金沢支線

横横道路接続部

●
H23年
500円

H24年
400円 0 

2,500 

H23年
700円

H24年
500円

300円※ →  400円

4.0km※

：移行前料金
↓

：移行後料金
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【出典】ETCデータにより集計
〔移行前（H23)：1,2月および6～12月平日（月～金）平均〕
〔移行後（H24)：1,2月および6～12月平日（月～金）平均〕
※特定料金（対距離制移行に伴い廃止）
注）対距離制移行前の料金に比べて値下がりとなっている区間について表示 ＊普通車の料金。大型車は普通車の2倍



阪神高速とNEXCO・本四高速との連続利用のうち阪神高速利用が6ｋｍ以下について、▲100円割引

（参考）会社間乗り継ぎ交通量の変化 ［阪神高速］

阪神高速と 本 高速との連続利用のうち阪神高速利用が 以下 て、 円割引

410
480

台

400

600
布施畑JCT⇔前開 他

+18%

台/日

2 2702 000

2,500

豊中IC⇔池田 他台/日

560 580
400

600

800
西宮山口JCT⇔西宮山口南

+5%

台/日

ふせはた ぜんかい

410

台
台

0

200

年 年

+18%
2,110

台

2,270

台

0

500

1,000

1,500

2,000

+7%

560

台

580

台

0

200

400

H23年
500円

H24年
400円 H23年

500円
H24年
400円

H23年 H24年

230 250200

300

伊川谷JCT⇔永井谷

+9%

台/日

4,000
松原JCT⇔平野台/日

H23年
700円

H24年
400円いかわだに ながいだに

台 台

0

100
3,210

台

3,700

台

0

1,000

2,000

3,000

4,000

+15%

H23年
500円

H24年
400円

200円※1  →  400円

200円※1  →  200円※2

3 6k

2.9km

5,990

7,570

台
6,000

8,000
月見山(第二神明)⇔柳原 他

+26%

台/日

0

400
りんくうJCT⇔貝塚台/日

H23年
700円

H24年
400円

3.6km

つきみやま やなぎはら

,

台

0

2,000

4,000 +26%

290

台

300

台

0

100

200

300

H23年 H24年

+3%

H23年 H24年

H23年
500円

H24年
400円

：移行前料金
【 典】 デ 集 H23年

500円
H24年
400円↓

：移行後料金
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【出典】ETCデータにより集計
〔移行前（H23)：1～12月における平日（月～金）平均〕
〔移行後（H24)：1～12月における平日（月～金）平均〕
※1 特定料金（対距離制移行に伴い廃止）
※2 端末区間割引料金
注）対距離制移行前の料金に比べて値下がりとなっている区間について表示
端数処理の関係で計算が合わない場合がある ＊普通車の料金。大型車は普通車の2倍


